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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
前
環
境
大
臣
が
東
電
社
長
に
要
請
し
た
石
炭
火
力
抑
制
に
つ
い
て
の
新
大
臣
の
対
応
と
認
識

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
前
環
境
大
臣
が
東
電
社
長
に
要
請
し
た
石
炭
火
力
抑
制
に
つ
い
て
の
新
大
臣
の
対
応
と

認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
引
継
ぎ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
手
紙
」
と
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い

て
、
小
泉
環
境
大
臣
は
原
田
前
環
境
大
臣
か
ら
申
し
送
り
を
受
け
て
い
る
。
当
該
文
書
に
つ
い
て
は
宛
名
人
に
対
し
て
回
答

を
求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
高
効
率
の
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
環
境
省
が
公

表
し
て
い
る
「
電
気
事
業
分
野
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
進
捗
状
況
の
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
十
年
三
月

二
十
三
日
）
に
お
い
て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
式
の
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
（
以
下
「
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
方
式
の

天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
に
係
る
発
電
量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
〇
・
三
二
〇
ｋ
ｇ
―
Ｃ
Ｏ
２
／
ｋ

Ｗ
ｈ
か
ら
〇
・
三
六
〇
ｋ
ｇ
―
Ｃ
Ｏ
２
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
横
須
賀
火
力
発
電
所
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書

に
お
い
て
横
須
賀
火
力
発
電
所
に
係
る
発
電
量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
〇
・
七
四
九
ｋ
ｇ
―
Ｃ
Ｏ
２
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と



 

２ 

 

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
須
賀
火
力
発
電
所
に
係
る
発
電
量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
方
式
の
天
然
ガ

ス
火
力
発
電
所
に
係
る
発
電
量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
比
べ
て
約
二
倍
で
あ
る
。 

三
、
五
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

今
後
の
石
炭
火
力
発
電
及
び
石
炭
燃
料
の
在
り
方
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
平
成
三
十

年
七
月
三
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
大
き
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
地
政
学
的
リ
ス
ク

が
化
石
燃
料
の
中
で
最
も
低
く
、
熱
量
当
た
り
の
単
価
も
化
石
燃
料
の
中
で
最
も
安
い
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
い
て
安
定
供

給
性
や
経
済
性
に
優
れ
た
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
燃
料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
に
伴
い
、
適
切
に
出
力
調
整
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
高
効
率
化
・
次
世
代
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス
利
用
へ
の
シ
フ
ト
と
非
効
率
石
炭
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
に
取
り
組
む
な
ど
、
長
期
を

展
望
し
た
環
境
負
荷
の
低
減
を
見
据
え
つ
つ
活
用
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
パ
リ
協

定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」
（
令
和
元
年
六
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
パ
リ
協
定
の
長
期
目
標
と
整
合
的
に
、
火
力
発
電
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
、
非
効

率
な
石
炭
火
力
発
電
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
を
可
能
な
限
り
引
き
下
げ
る



 

３ 

 

こ
と
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
」
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

現
在
、
環
境
省
に
お
い
て
は
、
経
済
産
業
省
と
と
も
に
、
石
炭
火
力
発
電
に
係
る
取
組
と
し
て
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
」
（
平
成
二
十
八
年
五
月
十
三
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
電
力
業
界
の
石
炭
火
力
発
電
に
係
る
取
組
を
含
む
低
炭
素
化

の
取
組
に
つ
い
て
、
「
二
〇
三
〇
年
度
の
削
減
目
標
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
整
合
す
る
二
〇
三
〇
年
度
に
排
出
係
数
〇

・
三
七
ｋ
ｇ
―
Ｃ
Ｏ
２
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
い
う
目
標
を
確
実
に
達
成
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
継
続
的
に
実
効
を
上

げ
て
い
る
か
、
毎
年
度
、
そ
の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
特
段
」
の
要
請
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
該
当
し
得
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
国
内
外
五
十
の
環
境

団
体
で
構
成
さ
れ
る
「No 

Coal 
Japan

」
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙
へ
掲
載
し
た
意
見
広
告
が
挙
げ
ら
れ
る
。

政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
三
、
五
及
び
六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
環
境
先
進
国
」
と
は
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
」
及
び
「
金
融
の
世
界
で
は
、
国
際
金
融
も
、
国
内
金
融

も
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
取
り
分
け
石
炭
火
力
が
専
ら
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
小



 

４ 

 

泉
環
境
大
臣
は
原
田
前
環
境
大
臣
の
思
い
を
承
知
し
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
近
年
自
主
的
に
計
画
中
止
を
行
っ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
電
気
事
業

法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
の
手
続
を
開
始
し
た
事
業
者
の
う

ち
、
過
去
一
年
間
に
お
い
て
石
炭
火
力
発
電
所
の
計
画
を
中
止
し
た
の
は
、
千
葉
パ
ワ
ー
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
千
葉
袖

ケ
浦
エ
ナ
ジ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
個
別
企
業
の
具
体
的
な
判
断
に
つ
い
て
は
、
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
貴
社
の
決
断
は
、
ひ
と
り
貴
社
の
経
営
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
国
全
体
の
政
策
、
評
価
に
係
る
も
の
で

あ
り
ま
す
」
に
つ
い
て
は
、
小
泉
環
境
大
臣
は
原
田
前
環
境
大
臣
の
思
い
を
承
知
し
て
い
る
。 


